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２. 実現した内容（実現する内容）

■中堅・中小企業 IoT取組事例のご紹介

1. タイトル　（1行概要、32文字以内）

パイプ形状を確認する治具に電池レス（発電機能自体がスイッチ内にあります）で動作する無線通信機能を有し
たスイッチ※（以下スイッチ）を取り付け、親機（受信機）を介してサーバーと通信することにより、その治具を利
用した形状確認が確実に実施されたかを担保する仕組みです。このスイッチは結線不要・電源不要でそのよう
な情報通信が行えるため多品種少量生産を行っている製造業に対して久しぶり品の品質確保を支援する仕組
みとなります。
※本スイッチはスター精密(株)製の製品を利用しています。

無電源治具情報情報収集装置



３. 効果およびメリット
多品種少量生産に携わる者にとって、生産治具、品質管理治具の管理は大きな課題となっています。中には
数ヶ月～数年振りの製品に対する納品・品質保証を行うための治具もあるため、電池を用いたスイッチだといざ
利用する際に電池切れであったり、電源があるとこでないと利用できないなどその運用に大きな課題がありまし
た。

本スイッチはスイッチ自体の電源および通信のための電源が不要なため、利用者は本スイッチの存在を意識せ
ずに治具を利用することが出来ます。また、そのような特徴があるため長期保管時の電池劣化による発火・発煙
も発生しないた保管時の安全性も極めて高いものとなります。
本スイッチと親機の関係は多対１で構築でき、さらに無線通信距離は数十メートルであるため、１台の親機に対
して複数のスイッチ情報を受信することが出来るため、対応治具を増設する場合はスイッチの取り付けとデータ
ベースの設定を行うだけでスイッチ対応治具の運用を行うことができます。

さらに、本ツールから集めた情報をAmazon Web Service（AWS）上に実装した自社開発した総合情報管理システ
ム「BIMMS」と連携することにより、本スイッチの利用実績と出荷処理を連携させ、納入不良（異品）が発生し得な
い出荷管理システムとすることができます。また、その利用タイミングをタイムスタンプ付きで収集することによ
り、検査タクト情報の収集装置としたり、作業者の記録とすることによる日報化など、切り口を変えての多角的に
情報を利用することが出来ます。



４．事例紹介WebサイトのURL

５. 分類
１）ケース分類①（目的）

設計～開発～製造のデジタル化
生産工程の見える化・最適化
販売情報の活用～マーケティング
データ活用によるサービス・ソリューション提供
組織を超えたデジタル化による企業間連携
その他

　　ケース分類②（場面別）
開発工程
検査装置/道具/部品
設備/設備間連携/工場内生産管理
遠隔監視/工場間連携
サプライチェーン/ものづくり支援
顧客サービス/マーケティング

２）企業規模分類
小規模企業：1-20人
中小企業　：21-300人
それ以上　：301人以上

３）地域分類　（都道府県）

１）企業・組織名

２）住所

３）電話番号

４）メールアドレス

５）ホームページ

６）関連企業・組織名（複数組織での申請の場合）

以上

bimms@busyu.co.jp

http://www.busyu.co.jp/

6. 申請者の問い合わせ先

武州工業株式会社

東京都青梅市末広町１－２－３

0428-31-0167

東京都

mailto:bimms@busyu.co.jp
http://www.busyu.co.jp/

